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序）これまでの日系カナダ人史 日系カナダ人の研究においては，これまで日加関

係のなかで受身的に翻弄される移民像、エスニッ

ク．グループ像や，社会的_上昇を成し遂げ，主流社

会に同化して非政治化した日系三世像が提唱されて

きたが6'，本論文で扱う資料の中に登場する日系カ

ナダ人たちは非常に政治的であり，彼らの活動はア

ジア系アメリカ人運動や公民権運動の影響がカナダ

にも及んでいたことを示唆している。1977年以降

の活発なコミュニティ活動，そして日系人のみなら

ず他のマイノリテイや主流社会を巻き込んで展開さ

れたリドレス運動において見られるような日系人の

バイタリティは，すでに1970年代のコミュニティ

のなかで蓄積されていたと考えられる。この時代の

日系コミュニティの歴史はまだ掘り起こされ始めた

ばかりで，本論文も地域的にも資料的にも包括的な

ものとは決して言えないが，以下のような資料の存

在を紹介する形で，今後の研究へと続いていくよう

な考察材料を提供できればと思っている。

Ｈ系カナダ人の歴史研究は，戦前の移民史や第二

次世界大戦期の強制移動に関しては豊富である!'・

戦後期については，1947年の日系人の国外追放反

対連動や東部などへの再定住に関して少数ながら研

究が見られる沙。それ以後のコミュニティに関して

は，1960年代の日系人について若干分析，もしく

は記述しているものがあるが，歴史研究と言えるも

のはない劃'・時代は下って，1988年のリドレス解決

について書かれたものはいくつか存在するⅢ。そし

てリドレスと関連して，1977年のカナダ移民百年

祭が日系カナダ人がＷぴエスニック・コミュニティ

としてまとまった活動を行ない始めるきっかけとな

ったことを指摘する研究は多い３℃しかし，1977年

の移民百年祭以前の十年間の歴史を扱った研究がほ

とんどなく，日系カナダ人コミュニティは，まるで

1977年に突然歴史の表舞台に登場して，文化およ

び政治活動を行ない始め，その後，一気にリドレス

まで運動を展開したような印象を受ける。

しかし筆者は，1997年および1998年にバンクー

バーを主な調査地域とし，ブリティッシュ・コロン

ビア大学くUniversityofBritishColumbia：以下

ＵＢＣと略記＞図書館，バンクーバー市立図書館，

バンクーバー市公文書館，ブリティッシュ・コロン

ビア州く以下ＢＣと略記＞公文書館，グレーター・

バンクーバー日系市民協会くGreaterVancouver

JapaneseCanadianCitizensAssociation：以下バンク

ーバーＪＣＣＡと略記＞などに所蔵してある資料の

他，日系コミュニティで活動している人々へのイン

タビューやコミュニティ行事への参加を通じ，１９７７

年以前のバンクーバーにおいて，その後の日系カナ

ダ人コミュニティの政治･文化活動を準備するさま

ざまな活動が行なわれていたことを発見した。

1）ＵＢＣにおけるアジア系カナダ人学生運動：

ワカヤマ・グループ

まずは，カナダ多文化主義時代の新しいエスニッ

ク・アイデンティティの担い手となった三世の活動

から見ていきたい。1960年代末から1970年代の初

頭にかけてバンクーバーのアジア系カナダ人三世た

ちの学生運動の一翼を担ったのは｢ワカヤマ・グル

ープ｣という組織であった。日本，カナダを問わず，

日系カナダ人の研究において「ワカヤマ・グループ」

に言及したものは現在の段階では筆者の知る限り存

在しない。「ワカヤマ・グループ」のまとまった記

録はないが，その結成の経緯や活動をリック・シオ

ミ＜RickShiomi＞が1981年に開かれた第５回アジ

ア系カナダ人シンポジウム＜AsianCanadian
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iii粥文化研究１１巻`Iり．

（緋，fli楽，写真など）を通じて表現できる自分のｊｌｉ
を持つ。

。）この国にやってきて大いなるLM難を耐え忍んだパ

イオニアである一世のおかげで我々はここにある。

ｅ）アジア系カナダ人の処遇は１１W洋である北アメリカ

の`iifIFll苣義と資本主義の産物である。

ｆ）マスメディアと教育iliI度によって刻み付けられた

「|分１２１身に対するステレオタイプを崩す。

ｇ）災術家はコミュニティの一部であり，コミュニテ
ィを離れての表現は無価ｲIliである。

ｈ）この哲学を信じるものは，その信条に人生を捧げ

なければならない。

ｉ）各人は個人として強い1ｺ己を作らなければならな

いＭｊｔｏ

＜li(文は英謡。筆者による日本諦訳。以下同＞

Symposium＞のなかで紹介している７'。ちなみにシ

オミ自身が日系コミュニティの活動に加わるように

なったのは｢ワカヤマ・グループ｣が解散して後のこ

とであり，彼自身はしたがってグループそのものに

は参力Ⅱしていない｡筆者はシオミの書いたものの他，

｢ワカヤマ・グループ｣の一員であったマユミ・タカ

サキとのインタビュー記録を保持している勝'。「ワ

カヤマ・グループ」に関する記述は，ほかにAsian

CanadianWritersWorkshopの機関紙Ｒｉｃｅ、功ｅ７の創

刊号に，ジム・ワン･チュー＜ＪｉｍＷｏｎｇＣｈｕ＞の書

いた記事があるはずだが，現在のところまだ手に入

っていない。そこで，ここでは現在手元にある資料

を使い，「ワカヤマ・グループ｣の活動の一端を紹介

したい。

「ワカヤマ・グループ｣は，1960年代末から１９７０

年代初頭にかけてブリティッシュ・コロンビア大学

に通っていた三世たちによって結成された。彼らは

白人社会のなかで疎外感を味わい，アイデンティテ

ィの模索の具体的方法を探っていた若者たちだが，

それについて行動を起こした点はＵＢＣの典型的日

系三世とは言えない。数名の小さなグループである

が，何人かがスティブストン＜Steveston＞出身で

あり，日系カナダ人のシンボリック・ルーツを示す

名前として｢ワカヤマ（和歌山）」をグループ名につ

けたようである!”。彼らは同じようにグループを結

成していた中国系の三世たちと集まり，アジア系カ

ナダ人同盟くAsianCanadianCoalition＞を作った。

彼らが集まったのは，当時ＵＢＣで教鞭をとってい

た日系アメリカ人の英語学の教授，ロナルド・タナ

カ＜RonaldTanaka＞の門下生であったことがきっ

かけであった。タナカはアジア系アメリカ人運動に

関係しており，その思考をカナダに持ち込んだので

ある。シオミの発表には，「ワカヤマ・グループ」

の９項目の基本的信条が挙げられている。

このような信条に基づき，「ワカヤマ・グループ」

は日系カナダ人としての心情を表現する詩，音楽，

写真などの創作を開始した。彼らはやがてグループ

として，パウエル街にあった日本語学校で詩や音楽

を伴う写真展を開いた！''。

「ワカヤマ・グループ」は，当時のアメリカで起

こっていたラディカルな学生運動や民族運動の影騨

を色濃く受けている。それは，上述の信条にも現れ

ており，またブラック・パンサー党やブラック・パ

ワーの影響を受けたという証言もある'２６グループ

は当時の学生運動の傾向を反映して左翼的な目標を

共有しており，多くの学生組織と同じように，集団

特有の弊害（シオミはgroupdynamicsと表現してい

る）やタナカの急進的なリーダーシップについて行

けない者の出現などにより，ほどなく組織としての

求心力が弱まっていった。また主要メンバーの卒業

やタナカのアメリカへの帰国などにより，1974年

までにはグループとしては解消してしまう。しかし，

アジア系アメリカ人運動をカナダで実践しようとし

た点,日系三世の終生続く交友関係を作り出した点，

また中国系と日系の学生にアジア系としての共通の

活動基盤を残した点など，「ワカヤマ・グループ」

の存在はその後のバンクーバーのアジア系コミュニ

ティ活動の一つの中核を作り出したという意味で，

記録しておく価値はあろう。

さて．「ワカヤマ・グループ」の火付け役ロナル

ド・タナカであるが，彼に関する記録は少ない。タ

ナカは1944年，アリゾナ州ボストン収容所で生ま

れ．カリフォルニア大学バークレー校で英語学の博

a）日系カナダ人を政治的，経済的，社会的，文化的

に陳鋼したIfl人カナダ社会に対し怒りを衣IﾘIする。

（第二次'1上界大戦前の差別，戦中の立ち退きと収容，

戦後の分散は全面的なレイプの一形態であると考え

られた｡）

ｂ）それなくしては我々がアイデンティティを持ち得

ない，自分自身の歴史を学びかつ教える。

ｃ）ロ系カナダ人としてのユニークな総験から，芸術
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るかに女性がアジア的な部分を魅力として持ち．文

化的な絆を保持できると言っているところは興味深

い。編集長のアラン・ホッタは，エスニック・マイ

ノリティの劣等感は心理学者の言うような個人の問

題でなく，社会的問題であるという趣旨の論説を書

いている'8'。そして，興味深いのは来たる行事の広

告として，バンクーバーでＵＢＣの学生が三月に二

週ｌｌＩｊにわたりアジア系カナダ人のアイデンティティ

を再発見するための写真展を開き，それにゲストス

ピーカーとして中国系アメリカ人作家として著名な

フランク・チンと日系アメリカ人詩人のローソン・

イナダが来ると普かれている。この広告はロン・タ

ナカが連絡先となっているので，恐らくシオミの普

いている「ワカヤマ・グループ」による写真展のこ

とであろう。アジア系アメリカ文学者がバンクーバ

ーにやってきているということは，アジア系カナダ

人運動がアジア系アメリカ人との交流の中で行なわ

れていたことを示す－つの証拠となるであろう。

さて，ロナルド・タナカの記事は，アジア系カナ

ダ人の芸術家がなぜ育ちにくいかをカナダの人種関

係の中で分析している。彼は日系カナダ人文学に関

して四つの立場を述べている。第一の立場は，日系

人は日本文学を誇りとすることで民族的劣等感を補

うべきという立場である。第二の立場は，日系人は

文化的に白人と同じなので特に見るべきものは無い

という立場である。第三の立場は，普遍主義／個人

主義的立場で，芸術は人種や民族に左右されるべき

でないという立場である。第四の立場は，文学とは

コミュニティの生活や体験に根ざしたものであり，

日系カナダ人文学は必要という考え方である。もち

ろんタナカはこの第四の立場を支持している。そし

て三世が－世・二世との絆を尊重し，コミュニティ

に身を捧げ，声を出す勇気を持つと同時に，仲間意

識を築き団結する必要性を説いている。タナカが

｢ワカヤマ・グループ」を通じ，日系三世に残した

ものは，この記事に集約されていると言える。なぜ

なら彼は，コミュニティへの献身，歴史の見なおし，

－．世との絆の回復，独自の芸術表現，そして社会正

義の追求など，その後の三世の行動に見られるすべ

ての面をこの記事の中で説いているからである。タ

ナカの存在は．日系カナダ人の歴史のなかで，少な

ﾆﾋｻをとったが,ベトナム反戦のためカナダに移り，

1967年より７１年までＵＢＣで英語学を教えていた。

タナカは英語学者として論文をいくつか残してお

り．また自らも短篇小説や詩集を出している'3℃彼

の論文の多くは文学のシステム理論を使い。マイノ

リテイ文学の､｢能性を分析したものであるⅢ。彼は

UBCを去った後はカリフォルニアに帰り，カリフ

ォルニア州立大学サクラメント校の英語学部で教職

に就いた。彼はアメリカに帰ってからも多くの論文

を刊行しているがここでは，彼がカナダにいた１１１１

に響いた新聞記事を取り_上げたいと思う15'。この新

聞は．ＵＢＣのスペシャル・コレクションのなかで

錐者が見つけたものであり，「パウエル･ストリー

ト・レヴュー＜PowellStreetReview＞」と題され

'971年にトロントで発行されている。ＵＢＣには創

刊号のみが保管されており，その後いつまで刊行が

続いたのかは定かではないが，1977年の時点では

既に財政難のため廃刊になっていることがわかって

いる。

この「パウエル･ストリート・レヴュー」自体が，

当時の三世の考えていたことを推し猛る上で非常に

興味深い文献である。トロントの三世を中心とした

新聞であるが，日系の歴史を重視したことからパウ

エル街の名前を新聞につけた。編集はアラン・ホッ

タ＜AlanHotta＞とレイミ・チバ＜ReimiChiba＞に

よる。社説には日系カナダ人三世のマイノリテイと

しての自覚，そして自らのアイデンティティを探ろ

うという姿勢が書かれている。そしてそのための若

者同士の団結が訴えられている'`)。３ページ目には

詩が集められ，その中にテリー・ワタダ＜Terry

Watada＞の「パウエル･ストリート」と題する1971

年に書かれた詩も掲載されている。４ページから６

ページがタナカの論説「三世アーティストとコミュ

ニティ文化く．､TheSanseiArtistandCommunity

Culture,，＞」である。７ページは匿名記事で，アジ

ア系の女性である筆者がなぜ白人男性と結婚したい

のかを綴った文章がある１７)。男性の理想像は白人の

持つ特性のみを含み，東洋系男性はすべてそのアン

チテーゼであると決め付けているところはあまり感

心しないが，三世の男性はアジア的な部分を否定し

たがり，白人の男性と付き合ったほうがかえっては

－８７－
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では．話を元に戻して，「パウエル･ストリート・

レヴュー」が後に語った三世の日本体験を見ていこ

う。リック・シオミが日本に行ったいきさつは面白

い。彼は1972年，バンクーバーのサイモン･フレー

ザ_大学で教育学を勉強していたが，日本にはまっ

たく行きたいと思わなかったという。ちなみに彼は

1947年にトロントで生まれており，交友関係はほ

とんど白人という典型的な三世として育っている。

バンクーバーにいても，日系人とは付き合いがなか

った。卒業後ヨーロッパを旅行した彼は，そこで冒

険的なドイツ人の若者と出会い，彼自身も冒険に憧

れ，それではという形でアジアへやってきた。７３

年と７４年に香港で英語を教えていたが，その両年

の夏の間日本に滞在する2'１。そしてカナダに戻った

1975年より，それまでの白人中心の交友関係を離

れ，バンクーバーの日系カナダ人コミュニティで活

動するようになる。そのときの心境の変化を彼は

｢バンクーバーで日系コミュニティに関係するよう

になって，それまで理解しようとしていた自分のア

イデンティティを見つけた。自分のテリトリーを見

つけたんだ｡」と語っている型。

「パウエル･ストリート・レヴュー」の他のメンバ

ーたちも日本から帰国した後，次々と日系コミュニ

ティ活動に加わっていった。マユミ・タカサキは従

姉妹のナオミ・シカゼとともに京都に住んで，英語

を教えながら，料理，生け花など日本では花嫁修業

と考えられていた教室に熱心に通った。彼女の生い

立ちや日本体験の位置付けは，シオミのそれと対照

的である。タカサキは1952年バンクーバーで生ま

れ，タシメとスティブストンで育った。ＵＢＣで日

本学を専攻し，「ワカヤマ･グループ」で活躍，日本

も１３歳および19歳の時に訪れている。つまり，彼

女にとって日本はそれほど異国ではなかったのであ

る。ところが，７４年から７７年の二年半の滞在のな

かで，彼女は自分が日本には決して溶け込めないこ

とを`悟る231．姿形は同じでも自分は決して日本人に

はなれないことを知り，彼女は帰国し，その後すぐ

に日系コミュニティ活動に加わるのである。

もう一人の元「ワカヤマ･グループ」組のコニー．

カドタは，白人男性と結婚した日系人として日本に

滞在した。座談会のなかで，彼女は日本にいた間，

〈とも日本の研究者にはまったく知られていない

が，アジア系カナダ人運動のパイオニア的三世を育

てたという意味で，アジア系カナダ人連動の祖

くFoundingFathers／Mothers＞のうちの一人であ

ると言っても過言ではないであろう。

2）三世の日本体験

もう少しバンクーバーの話を続けよう。シオミに

よると，1974年には「ワカヤマ・グループ」は解

消したとあるが，グループの中の何人かはそのころ

集団で日本に行っている。マユミ・タカサキ，ナオ

ミ・シカゼ，コニー・カドタらがそうである。また，

｢ワカヤマ・グループ」以外にも，この頃若手の日

系カナダ人がルーツを求めて日本に渡った。リッ

ク・シオミは後に「パウエル･ストリート・レヴュー

＜PowellSreetRevue：上述の新聞名と綴りが違う

別の組織である。以下のレヴューはこちらの組織を

指す。＞」の仲間とともに自らの日本体験を語り合

っている'９１．また，若手の二世で後に三世たちとと

もにパウエル街で活躍する写真家タミオ・ワカヤマ

も，このころ日本に渡っている。彼は自らの半生を

｢帰郷』の前書きに書いており，その中に日本での

体験も見ることができる。また，筆者がバンクーバ

ーで行なったマユミ・タカサキおよびタミオワカヤ

マのインタビューのなかにも，それぞれの日本体験

に触れた部分がある。

話が少し先に飛ぶが，バンクーバーの「パウエ

ル･ストリート・レヴュー｣について説明しておこう。

｢ワカヤマ･グループ｣が解散した後，日本に行った

メンバーたちのほとんどは，1970年代後半にさし

かかる頃にカナダに帰国し，その頃形成されつつあ

った｢隣組｣や｢ランゲージ･エイド｣などのコミュニ

ティ活動に参加するようになった。そのなかから元

｢ワカヤマ・グループ｣のメンバーたちにシオミらを

加えた三世の組織が1977年１月に発足した。これ

が「パウエル・ストリート・レヴュー」である２０'。

｢パウエル･ストリート・レヴュー」のメンバーは，

第１回「パウエル祭」を始めとして，1977年以降

のバンクーバーの三世の文化･芸術活動に中心的な

役割を果たすようになる。

－８８－
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白人男性と日本人女性のカップルを見て，つい「彼

はあの女性を利用しているんだ」とか「彼女と付き

合っているのは単に身体的魅力のためだけなんだ」

などと，人種と男女関係のステレオタイプを他人に

当てはめて考えてしまっていた自分への戸惑いを表

現している２１１。日本にいる時間が経つうち，夫と一

緒に外出することが少なくなったともいう。異なる

人種・文化・ジェンダーの錯綜する微妙な空間にい

る日系人女性の発言として興味深いものがある。コ

ニーカドタは日本から帰ると，自分の姿が周囲の

多数と異なることに違和感を覚え，アジア系の人々

と交際することを望んだ。そして，友人であった日

本人マヤロイズミを「ランゲージ･エイド」に訪ね，

そこから彼女の日系コミュニティ活動が始まるので

ある。

自分の容姿が社会の大多数と異なることへの違和

感は，日系人が多かれ少なかれ共通に表現する問題

である。座談会の中でも，日本に行ったとき自分が

外見的に周囲からまったく目立たなくなったことへ

の安心感に全員が共感している。そのなかでハワー

ド･イノウエは「(日本にいると）目立ったとしても

それは黒い髪をしている以外の理由なんだ。その点

が恐らく重要だと思う。」と発言している２５１。人種

は社会的構築であるといわれているが，それでも人

種関係の上で身体的特徴の果たす役割が非常に大き

いことを示唆する発言として注目に値するであろ

う。

身体的イメージと権力関係の相対性については，

タミオ・ワカヤマの体験が示唆的である。ワカヤマ

は1941年に生まれ，強制移動でヘーステイングス・

パーク仮収容所からタシメ収容所，そしてオンタリ

オ州のチェイサム＜Chatham＞の黒人「ゲットー」

へと両親とともに移住する。彼は日系人であるがゆ

えのいじめやけんか，そして映画のなかに出てくる

敵にいつも自分の姿が似ていたための劣等感などの

思い出を語る261゜しかし，彼が無意識のうちに信じ

ていた，白人を頂上とした固定化した人種イメージ

の階層性は，日本での体験により打ち砕かれた。ワ

カヤマは１９６３年よりアラバマ州で「スニック

＜Ｓｎｉｃｋ：ＳｔｕｄｅｎｔＮｏｎｖｉｏｌｅｎｔＣｏｏｒｄｉｎａｔｉｎｇ

Ｃommittee＞」のメンバーとなり公民権連動に加わ

っている27'。その間に写真の技術を身につけたワカ

ヤマは，二年後カナダに戻り，カナダでの社会運動

に参力Ⅱする。しかし間もなくその運動は頓挫し，や

がてワカヤマは日本へ向かうのである。日本でワカ

ヤマが出会ったのは，映画のなかの三船敏郎ら日本

人ヒーローたちであり，また白人男性の身体的特徴

をののしる台湾人の女性の友達であった。これらの

出来事から，ワカヤマは「美や崇高な男性性などの

アイコンは，人種主義そのものと同じく，見ている

人の目の中のみにある」ことを悟る封'。こうしてワ

カヤマは故国に帰り，パウエル街へと行き着くので

ある。

3）「六華くRikka>」とゴードン･ヒラバヤシ

1977年以前の日系カナダ人による出版物で，あ

まりこれまで紹介されていないのが．トロントで

1974年に創刊された英文雑誌ｉ六華くRikka＞」で

ある。この雑誌は1980年代後半まで続くが，筆者

が現在までに見つけているのは，1987年に出され

た第12巻第１号までである。『六華ｊの発行者はジ

ョージ･ヤマダというアメリカ出身の二世である。

ヤマダは長年人権問題に関わる活動をしており，

１９７４年には「先住民を支援するカナダ協会

くCanadianAssociationinSupportoftheNative

Peoples＞」のトロント支部長を務めていた。「六華」

の創刊号は1974年の秋に発行されており，編集に

は日本出身の社会学者トヨマサ･フセ，アルバータ

大学の社会学者ゴードン・ヒラバヤシ，日系二世で

UBCの生物学者デイヴィッド･スズキ，およびジョ

ージヤマダが携わっている。創刊号の中でヤマダ

は「六華」というタイトルを四つの大陸と二つの大

洋，あるいは五人種と「世界中の困っている人々」

を象徴する，と説明しており，この雑誌で，先住民，

黒人，移民，そして日系一世，二世，三世，四世を

つなぐような話題を提供したいという抱負を述べて

いる。このような編集方針を反映して，「六華」の

内容はかなり政治色が強い傾向がある。話題は先住

民問題から環境問題，戦争，人種主義など，国際的

にさまざまな問題を取り上げて論じると同時に，日

系カナダ人の詩や論説なども多々褐蔵してある。記

－８９－
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より，それまで無為無策であったカナダ政府も動き

出し,また事実を知った先住民たちも行動を起こし．

事態は解決の方向へ向かった。筆者は以前この事件

について調べたことがあるが，スミスによってこの

『六華ｊの記事が書かれた後，グラッシー･ナローズ

とホワイト・ドッグの先住民の代表が水俣を訪れ，

日本の患者との交流を行なっている。いずれにせよ､

この事件はカナダでも知るものは少ないので，日系

人の雑誌にこの記事が載っていたことは驚きであっ

た｡編集者のジョージ･ヤマダが先住民関係の仕事

をしていたため，この事件のことも知っていたので

あろう。「六華」は日本からの調査団を夕食に招く

企画をしていたが，スケジュールの都合上キャンセ

ルになったとある3'》・日系人自身がカナダの水銀問

題に直接関与したかどうかは不明であるが，関係者

との交流を持っていたことは確かである。

さて，「六華」の編集にヤマダとともに多くの力

を注いだのがゴードン・ヒラバヤシであった。彼は

｢六華」に何度も強制移動と戦時措置法に関する啓

発記事を書き，カナダおよびアメリカ政府の第二次

大戦中の不正義を糾弾している。創刊号には，「カ

ナダは人種主義者だろうか？＜IsCanadaRacist?＞」

という記事を書いており，その中で彼はカナダ史の

中の人種主義の例として，先住民の迫害，ＢＣ州の

アジア系の投票権剥奪，日系カナダ人の強制移動を

挙げるほか，カナダにおける760名の経済的エリー

トの96％がイギリス系であるという，ジョン･ポー

ターが71ｶｅＶb汀ｉｍﾉＭ０ｓａｊｃのなかで指摘した事実に

言及している32)。ヒラバヤシは1975年４月２５日に

トロントの日系文化センター＜JapaneseCanadian

CulturalCentre＞でスピーチをしており，その内容

が『六華』の第２巻第１号に蔵っている鋤。この中

で，彼は，苦難に耐えた一世，黙って頑張った二世

の歴史を踏まえた上で，多様性を誇るカナダの中で

自分のヘリテッジに胸を張って生きられる三世への

期待を表明している。このスピーチの最後に彼は，

自らヨーロッパ系との混血でありイギリス系カナダ

人の妻を持つ自分の息子が,東洋哲学に興味を持ち，

ＵＢＣで中国語，日本語，およびサンスクリットを

学んでいる事実を例に挙げている。また，1977年

夏号では，来るべきハミルトンでの戦時措置法に関

事を書いた人々の紹介が載せてあるため，著名では

ない個々の筆者たちのプロフィールを知る上で便利

な資料となる。記事を書いているのは日系人も多い

が．非日系人も数多い。また，恐らくヤマダのコネ

クションを通じてであろうが，日系アメリカ人もし

ばしば登場しており，ＪＡＣＬの機関紙「バシフイッ

ク・シティズン＜PacificCitizen＞』の記事が掲載さ

れていることもあるｃ

「六華」には，その後日系カナダ人の代表者とし

て大きな活躍をする人々が多く登場している。ジョ

イロガワは数多くの詩を掲載しており，また一時

はシズエ･タカシマなどとともに『六華」の編集に

も携わっている。1977年の春号には当時執筆中で

あった小説の一部が掲載されている鋤'。また，日本

ではあまり知られていないが，反核運動で活躍して

いたトロント在住の新一世セツコ・サーロウ

＜SetsukoThurlow＞も1976年から編集に加わって

いる。「六華』にはロイ・ミキ，マリカ・オマツなど

後にリドレスで活躍する三世たちも原稿を寄せてい

る。また，日本とカナダをつないだ環境問題として

貴重な資料を提供しているのが，1975年の第２巻

第１号のアイリーン･スミス＜AileenSmith＞による

水俣病に関する記事である301。アイリーン・スミス

はアメリカ人を父に，日本人を母に持つ，日本生ま

れの女性である。夫である写真家のユージン･スミ

スとともに水俣病の実態を米国に紹介した｡ところ

が，カナダ，オンタリオ州のドライデンの下流のイ

ンディアン居留地で水銀中毒が起こっていることを

友人から聞かされ，1974年に現地を訪れる。グラ

ッシーナローズ＜GmssyNarrows＞とホワイト・ド

ツグ＜WhiteDog＞の両居留地では，すでに1970年

から食料のための漁獲が禁止されており。住民は生

活手段を奪われていた。しかし，カナダ政府は水銀

汚染の原因であるドライデン･パルプ．アンド･ペー

パー・カンパニー＜ＤｒｙｄｅｎＰｕｌｐａｎｄＰａｐｅｒ

Ｃｏｍｐａｎｙ＞に対し，汚水の垂れ流しを止めさせるよ

うな実質的な処置は取らず，また患者が既に出てい

たにも関わらず，住民の健康調査などもきちんと行

っていなかった。そこでスミスは日本の水俣病の調

査に携わっていた医師等に連絡し，1975年３月に

日本人医師団が現地の調査を行なった。この展開に

－９０－



移lfI[iｲﾄﾞ祭以前の[I系カナダ人のiiiiiIi動(19(j7～]977)：打料jWl介を中心とした-薑考察（fIljiL）

する会議に関する記事を書いているがその中では

っきりとカナダにおける補償運動の必要`性とその教

育的効果について訴えている謡'・

ゴードン・ヒラバヤシは1977年の移民百年祭のな

かで，アルバータ州の百年祭委員会の責任者として

活躍しているが，その姿勢は常に政治的である。ハ

ミルトン会議においても，またトロントで行なわれ

た青年会議くJapaneseCanadianYouthConference＞

においても，日系カナダ人がそれまでの二世にあり

がちな自分たちの生活安定のみを目標とする姿勢を

脱皮し，広くカナダの，そして世界の人権問題に対

して積極的に関わっていく必要性を訴えており，そ

れを若い三世に特に期待している蝿'。また,ヒラバ

ヤシはアジア系カナダ人シンポジウム＜Asian

CanadianSymposium＞の立役者でもある。このシン

ポジウムはヒラバヤシとリチャード・ヤング

＜RichardYoung＞博士が1976年に始め，その後オ

ンタリオ州グエルフ大学の社会学者ヴィクター・ウ

ジモト＜VictorUjimoto＞がその中心となる:鮒;。現在

わかっているところでは，1987年第８回までの記

録がある37'・シンポジウムの内容については，１９７７

年以降の話になるのでここでは取り扱わないことと

するが，このようなシンポジウムを1977年に始め

た点，また日系カナダ人がリドレス運動を開始する

はるか以前から補償迎動の必要性を訴えた点など，

ゴードン・ヒラバヤシがアジア系カナダ人連動そし

てリドレス運動の重要な祖のうちの一人であること

には疑問の余地はないであろう．

いはそれ以前から始まっていたことを如実に表して

いる。ここでは，１９７７年以前の出版物，および

1977年以前よりその準備が行なわれていた４つの

作品を取り上げる。

まず，強制収容の体験を世に知らしめる上で先駆

的な作品が，シズエ・タカシマ＜Shizuye

Takashima＞のＡＣＭｔｊｊ〃Ｐｸfso〃０J”である麺。タ

カシマ自身による水彩画と自身の経験に基づいた文

章で綴られたこの絵本は，早くも1971年に出版さ

れている。作者はバンクーバー生まれの二世で，

1942年の９月に強制立ち退きで家族とともにニュ

ーデンバー収容所へ移動する｡四人の兄はオンタリ

オ州のキャンプに徴用され，そのうちの末の兄がカ

ナダ軍に従軍し，インドへ行っている。戦争末期。

日本への送還と東部への移住で家族の意見が分裂す

るが．蟻終的に兄が既に再定住していたトロントへ

家族で移住する。作品の中では実際のタカシマ家の

動向を若干簡略化してあるが，基本的に事実に即し

た物語となっている。

この作品は１１歳の主人公シ一ちゃんの目から強

制収容の体験が語られる形式を取っているが，時に

父親や母親，姉を通じ，そして時にはシ一ちゃん自

身の口から強制収容の不正義や人種主義への批判，

'憤りなどが明確に語られている。しかし，この本は

それと同時に家族愛やシーちゃんの夢想，美しい自

然の描写などによって，恨みや憎しみを感じさせな

い悲しくも美しい物語となっている。作者はカナダ

の政策の残酷さを描く一方，収容された日系人を被

害者として美化することなく，収容所というマイク

ロコスモスに生きる人々が抱えるさまざまな矛盾や

対立，愚かさを，子供の鋭敏な目を通して浮かび上

がらせているところに特徴がある。また，カトリッ

クの神父やシスターたちの，収容された子供たちの

文化的多様性に配慮しながら彼等に教育を施し，心

を配る態度は，強制収容を決して加害者白人対被害

者日系人という単純な構図に集約してしまわない，

作者の真塾な態度を表しているといえよう。物語の

中でシーちゃんの家族に降りかかってくるさまざま

な苦難の歴史的背景が詳しくは述べられていないの

で．その点，日系カナダ人の強制収容の細かい歴史

を知らない読者にとっては少し分かりにくい点があ

４）失われた歴史を取り戻すために

多文化主義の研究，あるいはポストコロニアル文

学が注目される現在，カナダにおけるマイノリティ

の文学や歴史が盛んに出版されている。Ｈ系カナダ

人の間にも全カナダ的に，あるいは国際的にも読ま

れる文学作品を書く人々が出ている郡。そして，日

系カナダ人自身による日系カナダ人の歴史も数多く

著わされている。この傾向は特に1980年代から顕

著になるが日系カナダ人史に関する重要な著作が

1970年代後半から1980年代の前半に生まれている。

このことは，これらの著作の準備が1970年代ある

－９１－
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コガワは1959年から1964年の間，二人の子供を

育てる傍ら，短い小説を執筆していたが，精神的に

危機的状況に陥る'３６そして1964年より幸福な結

婚生活という理想と訣別し，自らの心の髪の中に深

く分け入っていく作業を開始する。こうして彼女は

詩を普き始め，1967年から1977年の間に３冊の詩

集を出版する側。詩の中で彼女は強制収容に伴う痛

みなどを表現しているが，３冊目の詩集たがC〃oＲｏａｄ

を出した後，彼女は強制収容の体験を本格的に語っ

た半自伝的小説Obczsα〃を書き始めるのである'５１。

小説を書き始めることになったきっかけをコガワは

次のように語っている。

るかもしれないが，むしろそのことが，明確な説明

もなく運命に翻弄される子供の感じる無力さのよう

なものを忠実に表現しているともいえよう。

さて，このようなシズエ・タカシマの作品である

が，実はこの作品が発表されたとき，カナダの主流

のメディアのなかでかなり辛らつな非難を受けたと

いわれている抑)。この事実は，ロン・タナカが指摘

しているように，マイノリテイが自分の物語を語る

権利を否定する白人主流層の態度を示しているとい

えよう。1971年は多文化主義がカナダで国家政策

として開始された年であり，その意味でマイノリテ

ィの言い分がまだカナダ社会の中で正統性を認めら

れていなかった時代の出来事であると片付けること

もできるが，実はカナダ史の解釈をめぐる攻防は現

在でも続いている。従来用いられてきた．権力の座

にある者から見た歴史をカナダの正統的国史として

再び復権させようとする強い主張がカナダの歴史学

界のなかに存在し，その主張に対してメディアの中

でも根強い支持がある１Ｍ゜その急先鋒である歴史学

者ジャック・グラナスティン＜J・LGmnatstein＞は，

日系人の強制収容に関しても，それが人種主義であ

ったことを否定し，その政策としての正当性を，軍

事的必要,日系コミュニティのなかの親日派の存在，

ＢＣ州の排日世論などを盾に，今日でも強く主張し

ている421．リドレスヘの支持が世論の大多数を占め

たことを考えると，彼のような意見は現在のカナダ

で少数派であると言えるだろうが，現在でもグラナ

ステインのような主張がメディアの中で支持されて

いることを考えると，多文化主義が社会に定着し，

カナダ史のなかの多様な声が力を持つようになる以

前の段階で，ＡＣｿZj〃q/PrjSo〃ＱＺ”を出版したシズ

エ･タカシマの行動は，時代を先取りするとともに，

勇気あるものであったと言わざるをえないであろ

う。

日系カナダ文学のなかで最も著名な作家と言え

ば，やはりジョイ・コガワ＜JoyKogawa＞であろう。

彼女の生い立ちや小説のあらすじは日本でもよく知

られているので省略する。その代わりここでは，彼

女の小説が日系カナダ人の歴史にもたらした「語り

くnarration＞」の声の意義について考察してみたい

と思う。

人rjcADROadが出た後，その;1$評が悪かったのです－
私って１１１:評に敏感なのよ－それで，詩が下手だと思わ

れているのだから詩はもうitﾄﾞけないって思いました。

それなら，散文を書いてみましょうと考えました。…

コールデール[コガワの家族がスローカン収容所の後に

11i定住したアルバータ州の町：躯者注]について記ﾘﾄﾞを

リトいていたので，そこにいたときにこれからどうしよ

うかと思って夢の中で尋ねました。その夜，オタワに

行って公文書館で仕pjiをしなさいと夢の中で告げられ

たのです。それでオタワへ行こうと思いました。…そ

こで私はミュリエル･キタガワが弟に宛てた手紙を見せ

られ，これで何かをしなければならないと悟りました。

その頃私は「オバサン」という題の短い物語を１１$いて

いました。小説には主人公が必要でした。実はしばら

くのIHI，私は彼女を「ミュリエルおばさん」と呼んで

いたのです，最初の原稿ができる段階までずつと。そ

れから彼女はエミリーになりました。本当はミュリエ

ルの仕事を編集したかったのですが，それはしません

でした。その代わりに彼女の醤いたものを小説の材料

にしたのです脚。

こうして彼女はOhzsα〃を書き上げるが，この小

説の執筆や内容については1977年以降のことにな

るため本論文では触れない。しかし，彼女が

Obasα〃を書く前後の自身の変化について言及して

いるので，それを考察してみよう。コガワは子供時

代を回想し「自分は白人になりたかった」と述べて

いる。事実，自分の名前を普くときに日系人である

ことが目立たないようにＪｏｙＮＮ.と書いていたと言

う'7'・子供が小さい頃もまだ自分は白人に近かった，

と彼女はインタビューに答えている。子供に人種主

義についても教えたことがなかった。彼女はその状

態を「拒絶くdenial＞」と呼んでいる。

-９２－
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抑圧された側の歴史を語ること，それも抑圧がどの

ように個人によって「感じられる」のかを語る声を

持つことは，言語によって維持されている権力構造

に挑戦することにもなる5｣。コガワがなぜ1977年

にこのような転機を迎えたのかは分からないが，彼

女は1975年から，前述した通り「六砿」の編集に

も加わっており，その後の彼女が政治性を発揮する

ようになる萌芽は既に現れていたと言えるであろ

う。いずれにせよ，「拒絶」「沈黙」から「活動」

｢正義の追求」へと変化を遂げた日系カナダ人コミ

ュニティ全体のパラダイム転換を彼女の人生が象徴

的に表しているように見える。

さて，コガワの小説は，日系カナダ人の第二次大

戦中の体験を一般のカナダ人に広く知らしめた著作

であるが，基本的に彼女一人で行なったプロジェク

トであった。それに対し，日系コミュニティとして

歴史書を残す計画も存在していた"'・全国日系カナ

ダ市民協会くNationalJapaneseCanadianCitizens

Association:NJCCA＞は〆早くも1948年のウイニペ

グにおける第二回全国大会において，日系カナダ人

の醗史を背き残すプロジェクトの必要性を確認し

た。1957年にトロントのNJCCAで本の出版が計画

され，翌1958年には全国から個人の記録を集める

歴史コンテストが行なわれた。また，1950年代か

らコミュニティの歴史を調べ，ジャーナリストとな

っていた二世ケン・アダチ＜ＫｅｎAdachi＞が，ブリ

ティッシュ・コロンビアのロ系人の歴史をNJCCA

の委託によりまとめ，その内容が優れたものであっ

たために，ＮJCCAはアダチに日系カナダ人のカナ

ダへの移民から戦後の状況までの包括的な通史を書

くための調査と執筆を依頼した。ちなみにNJCCA

の歴史プロジェクトの責任者は，１９４０年代より

NJCCAのリーダーの－人として活躍していたトロ

ントのジョージ･タナカであり，委員のなかにはロ

ジャー・オバタ，ジョージ・イマイ，トヨ・タカタら

の名前も見られる。1959年から始まったこの歴史

プロジェクトは，最初１８ケ月から２年で仕上がる

予定であったが，結局１７年という長い年月をかけ

てようやく完成した。こうして強制収容の体験をも

含め，戦前から戦中戦後にいたるまでの日系カナダ

人の歴史を記したTheＥ"e))zy77mt1Vbzﾉ〃Wtzsが日の

人は￣拒絶」状態にあるときﾕつの平イルた'l4iiliを送

っているのです。つの自分は周囲に人穂12炎があふ

れていることを知っていますし，自分がそれに適って

いることにも気づいているのですが，もう一つの自分

はそのことを「拒絶」し，’二1分がその人であることを

まったく認めないのです。ロバートルイス・スティー

ブンソンの「ジキル」と「ハイド」のように，この二

つの間を何度も行ったり来たＩ)するのです。それは長

いｌｌｉｊ続き，やがてある時点で一つにな})ます゜私のな

かの「拒絶」していた部分は，Ｏｂａｓα〃をＩ!；いていると

きや普く前でなく，ｉ1$いた後に出てきたのです'獄。

コガワは自分の中の二つの部分を小説の中で

ObasanとAuntEmilyという二人の人物にしている．

内向的で沈黙に包まれ，また沈黙の中にナオミを守

ってくれたObasanと，活動家であり不正義を暴き，

それに敢然と立ち向かって行く，そしてナオミを引

っ張り，闘う勇気を与えてくれるAuntEmilyであ

る。コガワはＡｕｎｔＥｍｉｌｙについて，次のように語

っている。

Obasanというキャラクターを主人公にしたのは，Aunt

Emilvのような人を私は生まれてから・人も知らなかっ

たからだと思います。私はフェミニストやIiiIi鋤家をま

ったく知りませんでした－若いときにはね－でも，

思うに，私の111にそういう部分が，疑lMIを|Ｈ１いかけそ

れに正Uiiから取り組むことを必要とする部分があった

のです･Obascz〃をi1$〈111で私はそれらのiiilj分と}(ﾘかい

合ったのです鵬Ⅱ。

小説Ｏｂａｓα〃を書き始める前，コガワは人種主義

やその他の不正義と闘う部分を内面に秘めながら，

人種主義の存在を否認し，また人種主義の犠牲とな

った日系人としての自分自身をも拒絶していた。コ

ガワに言わせれば，二世の多くがひいてはＨ系コ

ミュニティ全体が「拒絶」の状態にあった瓢Ⅲ。しか

しコガワは小説を書くことによって行動する自分像

を表に出しその後リドレス運動に深く関与するよ

うになる。こうして彼女の小説は，やがて日系コミ

ュニティのなかのＡｕｎｔＥｍｉｌｙたちを引きlLIjしたの

である。それと何時にＯｂａｓａ〃は，カナダの聡史の

語りに新しい声が艇生したことも意味した。人種主

義の最大の力は，それによって抑圧されるものの声

を奪うことであり，正統とされる知識を生み{l}す力

を抑圧する側が独占することである列。それに対し

－９３－
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にあたっており，その意味でＴｂｃＥ）ze'mymliLzt1WDe7

WtJsは時代の制約を受けていることを表す一方，ジ

ョイロガワの本とともに，その後のリドレス運動

に向かってむしろ時代の転換を促進した本として評

価されるべきであろう。

以上のような限界のある日系カナダ人正史である

が，じつは歴史の偶然からこの本の欠点を補って余

りあるもう一冊の日系カナダ人史がその一年前に出

版されている。日本人社会学者の新保満箸「石をも

て追わるるごとく－日系カナダ人社会史｣である誠'・

新保がなぜこの本を執筆するに至ったかは，１９９６

年に御茶の水書房から出された復刻版に詳しい37'。

かいつまんで言えば，1970年にＵＢＣで博士号を取

得した筆者は，ＵＢＣ図書館の日系人関連資料収集

に携わり，ＵＢＣ図書館司書の権並恒治氏とともに

一世関連を中心とした貴重な歴史資料の収集と保存

を行なった。当時既に－世たちの平均年齢が70歳

を越えており，彼等の体験を日本語のできる者が残

さなければ，その歴史が永遠に失われてしまうとい

う日系人社会の危'倶がその背景にあった。こうして

１００年に及ぶ日系社会の歴史資料が集まった。新保

は資料収集のみのつもりであったのが，前述のケ

ン・アダチが日本語ができないため，－世は日本語

が読め日本語で書ける新保に日系人史を書くことを

期待したのである。こうして新保はアダチとの協議

を経た上で，自らの専門である社会学の知識を生か

しながらも一世たちを読者と想定した学術用語を使

わない社会史を書いた。こうして，アダチの本と並

ぶ日系カナダ人史の原典『石をもて追わるるごとく」

が出来上がったのである。

この本の強みは何と言っても社会史であることで

あろう。日系社会のリーダーたちのみならず，一般

の移民たちの姿が生き生きと描かれることによっ

て，逆に学術的な歴史書よりもはるかに日系社会の

実像が浮かび上がってくる。とりわけ想像を絶する

苦難や貧困の中で生活を築き，子供を育て，夫を支

え，山を切り開き，労働キャンプで炊事洗漏をしな

がら身を粉にして働いた一'１１女性たちの生き様がこ

れほど鮮明に描かれた移民史の著作は他にないとい

っても過言ではないであろう。また，人種主義と闘

い,漁業や農業を守ろうとした日系一世たちの姿や，

目を見たのは，日系カナダ移民百年祭も間近の

1976年のことであった５１'・

アダチの7沈勘e71qy7111ajjVb"erWtzsは，現在では

日系カナダ人の歴史書の中では古典となっている。

強制移動政策について当時手に入る限りの記録を詳

細に分析し，政策の苛酷さや不合理`性を明確に指摘

した最初の本として，カナダの第二次世界大戦中の

日系人に対する政策を勉強する者にとっては教科書

ともいえる書物である。しかし，ＴｌｊｅＥ"e”TM

1Vbperﾘｲﾉtzsにはい歴史書としていくつかの問題があ

る。一つは，筆者アダチが日本語を読めなかったた

めに，日本語の資料がまったく使われておらず，そ

のことによって日本からの移民に関する記述に不正

確なところが多くなっている点である。もう一つは，

この本のリサーチが行なわれているときには，まだ，

強制収容に関するカナダ政府の公式資料が公開され

ておらず，アダチの記述は政府内部の資料を使わず

に書かれた点にも限界がある。政府内部で何が起こ

ったのかに関しては，後の研究を待たねばならない

こととなるが，後に研究を行なったアン・スナハラ

やＰ.Ｅ・ロイなども強制収容政策に関するアダチの

本の洞察の正確さや鋭さは大いに認めるところであ

る。最後に，戦後の日系人社会の評価に関してアダ

チの本を批判する声もある。戦後の日系社会は収容

後の再定住を果たし，その後カナダ社会への同化と

社会的上昇を全体として達成していく。しかしその

中で自分たちの歴史に鑑み，カナダ社会へ働きかけ

ていく力にコミュニティが欠けていたことを問題視

するような姿勢が1970年代後半には出てくるので

ある。そのような見方から見ると，アダチの本の結

論はアンチ･クライマックスと映る。前述した『六

華」のなかには711ＩＣＥ）Te'my7112atjW"ｅｒＷ/tzsへの書評

のなかで，1970年のケベック危機の際に政府は再

び戦時措置法の濫用を行なったが，それに対する抗

議の声が日系社会から一切なかったことに対する失

望が述べられている５５１。これはアダチの本に対する

批評と言うよりも，戦後の日系社会に対する批評と

言ったほうが適切かもしれない。いずれにせよ，

1976年というこの本の出版年は，日系コミュニテ

ィが「静かなモデルマイノリティ」から「リドレス

を通じた人権運動の推進者」へと転換していく時期

－９４－
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困難な収容生活の中で明るさや楽しみを失わなか

った日系社会の人間的な顔を，この本の中には見

出すことができる。そして，ポン引きや博打打ち・

ヤクザまがいの人びとなど，当時まだ野.性味あふ

れるフロンティアであったＢＣｌＩＩでたくましく生き

た移民の姿を美化することなく描いている点が面

白い。現在ビクトリアやバンクーバーに住んでい

るイギリス系中流階級の人びとにとっては信じた

くないことだろうが，一世たちが生活を築いてい

った頃は，日本人移民に限らず，ＢＣ州全体がいわ

ゆる文明とはかけ離れたところだったというのが

実態なのであろう。

上でも述べたが，「石をもて追わるるごとく」は

l]本語しか読めない一世を対象として，もともと

書かれたものであるｃ現在では，-11ｔはほとんど

残っておらず。二世以降はたとえ日本語が話せて

も読み書きができる人数は非常に限られている。

その意味でこの本は現在では日本の読者，とりわ

け日本のなかのＨ系カナダ人（あるいはアメリカ

人）移民の研究者に読まれる。一つ残念なのは，

このような著作を現在の日系人のほとんどが読む

ことができないことである。1970年代において本

書が出版されたとき，一世中心の歴史が|]本譜で，

二世中心の歴史が英語で出版されるという一種の

分業は，やむをえなかったことであろう。しかし

それから２０年以上経った現在でもその状態が存続

し，コミュニティに関する情報が日本語話者と英

語話者で異なっており，相互の交流が限られたも

のであることは残念なことだと言わざるをえない

だろう。

一方1970年代の半ばになり，強制立ち退きに関

する政府文書が30年ルールにより公開され始める。

これらカナダ国立公文書館の資料を使って，立ち

退き政策の決定過程を詳細に再調査したのが法律

家のアン．ゴーマースナハラであった。その著書，

Ｔｌｌｃｐｏ/ｉｔｉｃｓｑ/Racis,"のなかで彼女は，日系カナダ

人の強制立ち退きが，その大義名分であった軍事

的必要性ではなく，ＢＣ州の日系人排斥主義者たち

による政治的な方策であったことを暴露した5柳。こ

の本はアメリカにおいて同様の研究をしたロジヤ

ー．ダニエルズの著書とともに，リドレス連動の中

心的な根拠を提供した釦。しかし，このことは1977

年以降の話であるので，ここでは簡単な言及にと

どめておきたいと思う。

5）パウエル街を中心とした社会サービス活動

さて，話を再びバンクーバーに戻そう。筆者が

1977年前後のバンクーバーの日系コミュニティに

関するフィールドワークを集中的に行なった関係

上．資料がバンクーバーのものに現在のところ偏

っている。今後他のコミュニティに関する調査が

必要であることを指摘しながらも，日系カナダ人

全体の「心のふるさと」とも言えるパウエル街の

出来事は記録に残しておく価値があると考え，こ

こで簡単に触れておこう。なお，パウエル街の地

区としての復興の過程は，拙稿「パウエル地区復

興物語：1970年代の地域改善計画とバンクーバー

日系カナダ人コミュニティ」に詳しいため，ここで

はその中で触れることのできなかったことを中心に書

きたいと思う６０１。

まず，1970年代以前からアレグザンダー街の日

本語学校や，ジャクソンとパウエルの角の仏教会

は存在しており，日本語学校の建物では，強制移

動後の再定住に力を発揮したバンクーバーJCCAが

活動を行なっていたことに言及しておきたい。そ

して．1970年代の初頭の段階では，強制移動後に

パウエル街に帰って来ていたシニアたちが貧しい

暮らしを送っていた。その貧しい一世たちに社会

サービスを提供するために，1975年にできたのが

｢隣組」である6M．二世であるジュン・ハマダによっ

て1975年に創立されたこの一世のためのドロップ・

イン.センターはその後，バウエル街に住んでいた

一世のシニアたちに社会サービスを提供するのみ

ならず，バンクーバーの他の地域に住んでいたお

年寄りが寄り集まって娯楽を楽しめる場所とな')．

また，三世のコミュニティ活動，文化.芸術活動の

中心となった。「隣組」は，山城猛夫ら新一世らの

協力を得て，英語のわからない一世と日本語のわ

からない三世たちの世代間のギャップを埋める働

きもした。三世たちがコミュニティの歴史に目覚

めていったことにも，「隣組」のような施設が日系

－９５－
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人の集まれる場所をパウエル街に提供したことが多

大な影響を与えたと考えられる。というのは，７０

年代まで，他の日系人たちと関わらず弊らしてきた

という三世が多かったからである。ＵＢＣのスペシ

ャル･コレクションには初期の「隣組」のニューズ

レター「隣組月報」が保管してある。1978年から

1980年までの月報で，この論文で扱う時期とやや

ずれるのでここではその分析は行なわないが，初期

の「隣組」の役員やその活動内容，資金源などを知

ることができる貨重な資料である`塾。

「隣組」同様．やはり戦後のバンクーバーでの生

活に困難をきたしていた老人のために言語サービス

を中心とした社会サービスを提供したのが,新一世，

坂田道子の開いた「ランゲージ･エイド」である。

彼女は「ランゲージ･エイド」において，友人とと

もに日本語をはじめとして13の言葉で通訳，翻訳

など生活に必要な言語的援助を提供するようになっ

た。坂田は隣組とも密接な協力関係を築き，戦後の

社会的上昇からとり残された家族のない一'1k老人た

ちの世話をするとともに，1970年代のパウエル街

が象徴的エスニック・コミュニティとして復活して

いった過程の中で重要な役割を果たしたといえよ

う。

さて，新一世と三世の活動とパウエル街の復興の

過程は上述の拙稿に詳しいため，ここでは簡単に触

れるにとどめたがそこで触れることのできなかっ

たJCCAの二世を中心として行われたプロジェクト

をここで少し見ておこう。それは，日系シニアのた

めの住宅を確保し，また改善するためのプロジェク

トである。戦争直後より日系コミュニティの代表的

組織の役割を担ってきたJCCAは，「隣組」や「ラ

ンゲージ･エイド」など，バンクーバー以外の出身

の日系人や日本人移民が日系老人のためにパウエル

街で活動することを初めはあまり歓迎しなかったの

であるが")，ＪＣＣＡ自体は連邦政府およびバンクー

バーの市役所と協力をしながら，プロの日系ソーシ

ャルワーカーを中心として，シニアのための住宅を

確保するために，その必要性の研究を行い，また適

当な場所を購入するための調査を行っていた卿,。こ

のハウジングのプロジェクトは，その後，市の予算

を受ける資格を得るためJCCAから独立し，ジャバ

ニーズ．カナデイアン・ソサエティ＜Japanese

CanadianSocietyofGreaterVancouver:JCS＞という

組織を作った,潟'。このプロジェクトは初め。新しく

バンクーバーの市内に大きな住宅建設のための土地

を購入することと，パウエル地域に小さな住宅の建

設を考えていたが，住宅の家賃を老人が支払えるほ

ど安く抑えるためには，すでに建っている建物を雌

入してそれを改装する方が現実的であるという結論

に至る。こうして選ばれたのがパウエル街にあった

リッチモンド・ホテルであり，このプロジェクトは

市の補助金を受け"'，「隣組」の協力も得てJCSに

よって改装され，1977年に「サクラ荘」と名づけ

られた耐７，．サクラ荘は．現在でもパウエル街の日系

老人たちの住宅として機能している。ちなみに

'998年には，バンクーバー郊外のバーナビーに新

しい日系老人のための住宅「新サクラ荘」がオープ

ンしている。

以上が，1977年以前のパウエル街で展開された，

|]系コミュニティのための社会サービス活動の一端

の紹介である。これ以外に1970年代のパウエル街

では，日系コミュニティの文化的活動が展開されて

いくが，これに関しては「|]系移民百年祭」との関

係が深いため，本論文では触れないこととする。あ

えて一言，1977年以前の日系三世たちの心情を象

徴的に表すエピソードをゴードン・ヒラバヤシ氏が

筆者とのインフォーマルな会話の中で話されたこと

があるので，それを紹介したい岬。それは，サクラ

のマークの中に楓のマークの入った「日系移民百年

祭」のロゴが三世に人気があり，それをデザインし

たＴシャツを三世たちは葛んで着ていたそうだが

そのデザインの下に入っていたJapaneseCanadianの

部分をわざと隠れるようにして着ていたということ

である。ジャパニーズであるということが，百年祭

の直前まで、多くの三世にとってネガティブなコノ

テーシヨンを持っていたことを，このエピソードか

ら推し鑓ることができる。百年祭を契機に日系人の

文化活動は一斉に花開くのだが，百年祭以前のこの

ような一般の雰囲気を踏まえつつ，その後の活動の

萌芽があちこちで見られる時代として，1970年代

前半から中盤の日系コミュニティの様子を，本論文

では捉えたいと思う。
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